
安
永
武
人
先
生
御
経
歴

安
永
武
人
先
生
御
経
歴

一
九
一
九
年
二
月
二
六
日

一
九
三
一
年
四
月

∴
九
三
一
年
九
月

一
九
三
七
年
四
月

一
九
四
〇
年
四
月

一
九
四
二
年
九
月

一
九
四
二
年
一
〇
月

一
九
四
六
年
一
月

一
九
四
六
年
四
月

一
九
四
九
年
四
月

一
九
五
一
年
三
月

一
九
五
一
年
四
月

一
九
五
三
年
四
月
－

一
九
五
四
年
四
月

一
九
五
四
年
四
月
－

　
一
九
五
五
年
三
月

佐
賀
県
東
松
浦
郡
厳
木
村
に
生
れ
る

佐
賀
県
立
唐
津
中
学
校
入
学

福
岡
県
立
鞍
手
中
学
校
へ
転
校

佐
賀
高
等
学
校
文
科
乙
類
入
学

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
文
学
科
入
学

学
士
試
験
合
格

京
都
帝
国
大
学
大
学
院
入
学

同
志
社
経
済
専
門
学
校
講
師

同
志
杜
経
済
専
門
学
校
教
授

同
志
社
大
学
教
養
学
部
助
教
授

京
都
帝
国
大
学
大
学
院
退
学

同
志
社
大
学
商
学
部
助
教
授

京
都
人
文
学
園
夜
間
部
に
出
講

同
志
社
大
学
文
学
部
助
教
授

同
志
社
大
学
文
学
部
学
生
主
任

一
九
五
五
年
四
月

一
九
五
六
年
四
月
－

　
一
九
五
七
年
三
月

一
九
五
七
年
四
月
－

　
一
九
六
八
年
五
月

一
九
六
〇
年
四
月
－

　
一
九
六
一
年
三
月

一
九
六
〇
年
九
月
－

　
一
九
八
八
年

一
九
六
二
年
四
月

一
九
六
三
年
七
月
－

　
一
九
八
四
年
六
月

一
九
六
六
年
四
月
－

　
一
九
六
七
年
三
月

一
九
八
一
年
四
月
－

　
一
九
八
二
年
三
月

一
九
八
四
年
三
月

一
九
八
四
年
四
月

一
九
八
九
年
九
月
七
日

同
志
杜
大
学
文
学
部
教
授

同
志
杜
大
学
文
学
部
教
務
主
任

社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学
園
理
事

同
志
杜
大
学
文
学
部
研
究
室
主
任

京
都
教
育
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
者
集
団
の
中
枢

と
し
て
献
身

同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

京
都
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
一
発
足
当
初
は
京

都
勤
労
者
文
化
団
体
連
盟
一
会
長

同
志
杜
大
学
文
学
部
学
生
主
任

同
志
社
大
学
大
学
院
委
員

同
志
社
大
学
を
退
職

同
志
社
大
学
名
誉
教
授

御
逝
去



　
　
　
　
安
永
武
人
先
生
著
作
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
目
録
で
は
、
先
生
の
ご
著
作
を
「
研
究
」
「
批
評
・
提
言
・
随
想
」
「
講
演
・
座
談
会
・
そ
の
他
」
に
分
け
た
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ら
の
分
類
は
仮
の
も
の
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
申
し
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
行
年
は
西
暦
に
統
一
し
、
二
九
四
三
年
」
を
「
４
３
年
」
の
よ
う
に
略
記
し
た
。
ま
た
、
原
本
に
刊
行
の
日
付
を
記
載
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
「
６
０
年
ｕ
月
－
」
の
よ
う
に
記
し
た
。

　
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
品
と
読
者
田
宮
文
学
に
つ
い
て
の
一
実
験

高
市
黒
人
私
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
３
年
ｕ
月
１
０
日
　
「
文
学
」
第
２
１
巻
第
ｕ
号

　
　
４
３
年
４
月
－
日
　
京
都
大
学
国
文
学
会
「
国
語
国
文
」
第
１
３
巻
第
４
号
　
　
　
読
者
の
問
題
　
　
「
蟹
工
船
」
「
党
生
活
者
」
は
と
う
読
ま
れ
て
い
る
か

歌
の
伝
承
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
４
年
２
月
－
日
「
日
本
文
学
」
第
３
巻
第
－
号

　
　
４
８
年
２
月
－
日
　
同
志
杜
経
済
専
門
学
校
「
経
専
論
叢
」
第
１
８
巻
第
－
号
　
　
西
尾
実
・
久
松
潜
一
編
『
日
本
文
学
辞
典
』
〔
書
評
〕

歌
の
伝
承
一
二
一
　
　
萬
葉
集
巻
十
一
・
十
二
の
異
伝
歌
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
５
４
年
６
月
１
０
日
　
「
文
学
」
第
２
２
巻
第
６
号

　
　
４
９
年
－
月
３
０
日
　
同
志
杜
経
済
専
門
学
校
「
経
専
論
叢
」
第
１
８
巻
第
２
号
　
　
『
生
活
の
探
求
』
　
島
木
健
作

大
衆
と
文
学
　
　
実
態
調
査
か
ら
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
５
年
５
月
２
０
日
　
永
積
安
明
．
猪
野
謙
二
編
『
国
民
の
文
学
　
近
代
編
』

　
　
５
３
年
５
月
－
日
　
「
日
本
文
学
」
第
２
巻
第
３
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
茶
の
水
書
房

研
究
書
目
解
題
〔
日
本
文
学
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
暗
夜
行
路
」
と
「
或
る
女
」

　
　
５
３
年
９
月
１
０
日
　
高
木
市
之
助
編
『
日
本
文
学
研
究
入
門
』
ミ
ネ
ル
バ
書
　
　
　
　
５
７
年
５
月
５
日
　
日
本
文
学
講
座
第
５
巻
『
日
本
の
小
説
』
東
京
大
学
出

　
　
房
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
版
部

　
　
　
　
　
安
永
武
人
先
生
著
作
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
　
　
安
永
武
人
先
生
著
作
目
録

野
上
弥
生
子
「
大
石
良
雄
」
／
森
爵
外
「
奥
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
」

　
　
５
８
年
１
２
月
－
日
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
編
『
文
学
へ
の
招
待
』
創
元
社

〈
文
学
の
窓
〉
教
育
課
程
の
改
訂
と
文
学
教
育

　
　
６
０
年
９
月
１
０
日
「
文
学
」
第
２
８
巻
第
９
号

太
宰
　
治
／
他
４
項
目
（
「
太
宰
治
」
「
岡
本
か
の
子
」
以
外
の
項
目
は
未
確
認
）

　
　
６
０
年
１
０
月
２
５
日
『
日
本
歴
史
大
辞
典
』
第
１
２
巻
（
第
四
刷
）
河
出
書
房

文
学
教
育

　
　
６
１
年
９
月
－
日
　
教
育
セ
ン
タ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
２
『
国
語
科
教
育
の
本
質

　
　
と
役
割
』

文
学
の
本
質
と
文
学
教
育
の
役
割

　
　
６
２
年
８
月
１
５
日
　
日
本
文
学
教
育
連
盟
編
『
戦
後
文
学
教
育
研
究
史
』
上

　
　
巻
　
未
来
杜

田
山
花
袋
の
「
一
兵
卒
」
　
　
日
露
戦
争
と
庶
民

　
　
６
４
年
４
月
－
日
　
憲
法
研
究
所
編
『
憲
法
研
究
所
特
集
・
２
　
平
和
思
想

　
　
史
』
法
律
文
化
杜

戦
時
下
の
文
学
〈
そ
の
一
〉
は
し
が
き
／
一
　
い
わ
ゆ
る
「
戦
争
文
学
」
に
つ

い
て

　
　
６
６
年
３
月
１
５
日
「
同
志
社
国
文
学
」
創
刊
号

戦
時
下
の
文
学
〈
そ
の
二
〉
二
　
従
軍
作
家
の
作
品

　
　
６
７
年
３
月
５
日
「
同
志
社
国
文
学
」
第
２
号

六

戦
時
下
の
文
学
〈
そ
の
三
〉
三
「
皇
民
化
」
に
抗
し
て
　
　
朝
鮮
の
作
家
た
ち

　
　
６
８
年
３
月
５
日
「
同
志
社
国
文
学
」
第
３
号

戦
時
下
の
文
学
〈
そ
の
四
〉
四
　
文
学
の
転
向
　
－
林
房
雄
の
ば
あ
い

　
　
６
９
年
３
月
５
日
「
同
志
社
国
文
学
」
第
４
号

戦
時
下
の
文
学
〈
そ
の
五
〉
四
　
文
学
の
転
向
っ
づ
き
　
ｕ
横
光
利
一
の
ば
あ

い
　
　
７
１
年
３
月
５
日
「
同
志
社
国
文
学
」
第
５
・
６
合
併
号

戦
時
下
の
文
学
〈
そ
の
六
〉
四
　
文
学
の
転
向
っ
づ
き
　
皿
島
木
健
作
の
ば
あ

．
い　

　
７
３
年
２
月
５
日
「
同
志
社
国
文
学
」
第
８
号

「
学
カ
テ
ス
ト
反
対
・
高
校
全
入
運
動
と
国
民
教
育
運
動
」
　
　
　
　
　
　
＊
１

　
　
７
４
年
６
月
２
０
日
『
民
主
教
育
　
　
戦
後
京
都
の
教
育
運
動
史
』
民
衆
社

三
分
野
説
総
論

　
　
７
６
年
－
月
２
３
日
『
京
都
の
国
語
教
育
』
第
５
集
　
京
都
国
語
サ
ー
ク
ル
連

　
　
絡
協
議
会

《
石
川
達
三
〈
出
自
・
背
景
・
文
学
〉
》
　
石
川
達
三
の
戦
争
体
験

　
　
７
６
年
８
月
－
日
「
解
釈
と
鑑
賞
」
第
４
１
巻
第
１
０
号

戦
時
下
の
文
学
〈
そ
の
七
〉
四
　
文
学
の
転
向
っ
づ
き
　
ｗ
和
田
伝
の
ば
あ
い

　
　
７
７
年
３
月
５
日
「
同
志
杜
国
文
学
」
第
１
２
号

文
学
教
育
の
諸
問
題



　
　
７
９
年
－
月
２
０
日
「
京
都
の
国
語
教
育
」
第
８
集
　
京
都
国
語
サ
ー
ク
ル
連

　
　
絡
協
議
会

戦
時
下
の
文
学
く
そ
の
八
ｖ
四
　
文
学
の
転
向
つ
づ
き
　
Ｖ
伊
東
静
雄
の
ば
あ

い
　
　
７
９
年
３
月
５
日
「
同
志
社
国
文
学
」
第
１
４
号

京
都
・
国
語
教
育
研
究
運
動
の
歩
み
／
他

　
　
８
２
年
６
月
２
５
日
『
国
語
教
育
　
　
三
分
野
説
・
そ
の
理
論
と
実
践
』
法
律

　
　
文
化
杜

『
戦
時
下
の
作
家
と
作
晶
』
８
３
年
１
２
月
２
３
日
　
未
来
杜

　
＊
戦
時
下
の
文
学
〈
そ
の
一
〉
－
〈
そ
の
八
Ｖ
を
改
稿
し
て
収
録
。

　
　
１
戦
場
の
記
録
と
文
学
　
火
野
葦
平
『
麦
と
兵
隊
』
／
石
川
達
三
『
生
き

　
　
　
て
ゐ
る
兵
隊
』

　
　
ｎ
文
学
の
転
向
　
は
じ
め
に
／
林
房
雄
『
青
年
』
／
和
田
伝
『
大
日
向

　
　
　
村
』
／
横
光
利
一
『
旅
愁
』
／
伊
東
静
雄
『
春
の
い
そ
ぎ
』

　
　
皿
植
民
地
の
文
学
　
　
　
『
皇
民
化
」
と
た
た
か
う
朝
鮮
の
作
家
た
ち

天
皇
・
戦
争
・
国
民
　
　
戦
時
下
・
短
歌
に
み
る
十
五
年
戦
争
の
位
相

　
　
９
１
年
３
月
２
０
日
「
同
志
社
国
文
学
」
　
本
　
号

　
批
評
・
提
言
・
随
想

宮
本
百
合
子
の
死
　
　
新
し
い
人
間
像

　
　
　
　
　
安
永
武
人
先
生
著
作
目
録

　
　
５
１
年
２
月
ｕ
日
「
同
志
社
学
生
新
聞
」

新
し
い
人
間
像
〔
宮
本
百
合
子
と
そ
の
文
学
〕

　
　
５
１
年
３
月
１
５
日
「
京
津
時
報
」
第
３
号

〈
一
枚
論
評
〉
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
版
た
ん
こ
う
ぶ
し

　
　
５
１
年
６
月
－
日
「
同
志
杜
学
生
新
聞
」

一
つ
の
願
い
　
奴
隷
的
沈
黙
へ
の
訣
別

　
　
５
１
年
１
０
月
１
５
日
「
同
志
社
学
生
新
聞
」

〈
日
曜
随
想
〉
　
試
験
地
獄
と
誰
が
い
う

　
　
５
２
年
－
月
２
８
日
「
夕
刊
京
都
」

民
族
的
危
機
の
認
識
こ
そ
必
要
　
　
反
戦
文
学
の
二
つ
の
系
譜

　
　
５
２
年
５
月
１
５
日
「
同
志
社
学
生
新
聞
」

人
問
と
し
て
の
悲
劇
〔
ニ
ュ
ー
ス
映
画
批
判
〕

　
　
５
３
年
２
月
－
日
「
同
志
社
学
生
新
聞
」

大
衆
は
何
を
読
ん
で
い
る
か
　
　
文
学
享
受
の
実
態
調
査
か
ら

　
　
５
３
年
３
月
２
０
日
「
読
売
新
聞
」

〈
日
曜
随
想
〉
　
啄
木
の
苦
悩

　
　
５
３
年
４
月
１
３
日
「
夕
刊
京
都
」

全
日
本
人
が
支
援
を
〔
内
灘
闘
争
支
援
〕

　
　
５
３
年
６
月
２
９
日
「
同
志
杜
学
生
新
聞
」

指
導
者
意
識
の
過
剰
　
執
筆
者
の
幅
を
広
く
〔
同
紙
へ
の
期
待
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
安
永
武
人
先
生
著
作
目
録

　
　
５
３
年
１
０
月
－
日
「
同
志
社
学
生
新
聞
」

《
私
は
市
長
選
挙
に
か
く
の
ぞ
む
》
　
求
め
ら
れ
る
政
治
的
節
操

　
　
５
４
年
２
月
－
日
「
同
志
社
学
生
新
聞
」

《
中
国
映
画
『
鋼
鉄
の
戦
士
』
を
観
て
》
　
モ
ラ
ル
の
確
立

　
　
５
４
年
５
月
２
１
日
「
国
際
新
聞
」

《
一
九
五
五
年
に
期
待
す
る
も
の
》
　
　
日
本
文
学

　
　
５
５
年
－
月
８
日
「
読
売
新
聞
」

女
の
出
発
　
　
高
峰
秀
子
の
言
葉
に
寄
せ
て

　
　
５
５
年
２
月
１
０
日
「
同
志
社
女
子
大
学
学
生
新
聞
」

〈
都
論
壇
〉
　
生
活
を
書
く
運
動

　
　
５
５
年
８
月
９
日
「
都
新
聞
」

女
性
の
教
養

　
　
５
５
年
９
月
２
４
日
「
京
都
新
聞
」

生
活
記
録
の
流
行

　
　
５
５
年
１
２
月
３
０
日
「
朝
日
新
聞
」

京
都
文
学
教
室
だ
よ
り

　
　
５
６
年
－
月
－
日
「
日
本
文
学
」
第
５
巻
第
－
号

映
画
の
な
か
の
短
歌

　
　
５
６
年
２
月
１
６
日
「
朝
日
新
聞
」

《
学
窓
を
巣
立
つ
若
い
人
た
ち
へ
》
…
心
か
ら
話
合
え
る
友
を

八

　
　
５
６
年
２
月
１
９
日
「
京
都
新
聞
」
夕
刊

漱
石
の
人
気

　
　
５
６
年
７
月
２
３
日
「
朝
日
新
聞
」

〈
い
け
ば
な
〉
の
幻
想
　
　
Ｋ
君
の
疑
問
に
こ
た
え
て

　
　
５
６
年
８
月
－
日
「
い
け
ば
な
」
Ｗ
１
・
Ｍ
４

農
村
の
文
化
活
動
　
　
青
年
間
に
さ
か
ん
な
熱
意

　
　
５
６
年
ｕ
月
２
日
「
夕
刊
読
売
新
聞
」

《
新
書
・
文
庫
本
の
功
罪
》
　
週
刊
誌
族
的
な
危
険
性

　
　
５
７
年
６
月
３
日
「
京
都
新
聞
」

連
合
の
な
や
み
　
　
「
有
志
一
同
」
の
非
難
に
答
え
る

　
　
５
７
年
６
月
２
３
日
「
同
志
社
教
職
組
連
合
ニ
ュ
ー
ス
」
叱
４

《
恋
人
の
ほ
し
い
人
た
ち
へ
の
提
一
言
》
　
恋
愛
も
人
生
コ
ー
ス
の
う
ち
・
他

　
　
５
７
年
７
月
－
日
「
友
愛
」
第
…
一
号

ほ
ん
も
の
の
教
師
　
　
東
井
義
雄
氏
の
教
育
活
動
に
つ
い
て

　
　
５
７
年
８
月
２
９
日
「
夕
刊
読
売
新
聞
」

《
忘
れ
え
ぬ
書
物
》
　
「
初
恋
」
の
と
り
こ
に
　
藤
村
の
「
若
菜
集
」
が
転
機

　
　
５
７
年
１
０
月
２
５
日
「
朝
日
新
聞
」
夕
刊

本
を
よ
む
と
い
う
こ
と

　
　
５
７
年
ｕ
月
－
日
「
平
安
」
第
２
４
巻
第
ｕ
号

〈
師
弟
交
歓
〉
３
　
う
ず
く
戦
争
の
傷
痕
　
黙
過
で
き
ぬ
”
人
間
失
格
”
　
＊
２



　
　
５
８
年
－
月
１
３
日
「
読
売
新
聞
」

〈
問
題
点
Ｖ
　
お
粗
末
な
古
典
注
釈
書

　
　
５
８
年
－
月
２
６
日
「
朝
日
新
聞
」

〈
問
題
点
Ｖ
　
前
進
続
け
る
国
語
サ
ー
ク
ル

　
　
５
８
年
３
月
２
日
「
朝
日
新
聞
」

〈
問
題
点
〉
　
人
生
的
渇
き
に
応
え
る
…
「
人
問
記
録
」
の
感
動
の
意
味

　
　
５
８
年
４
月
６
日
「
朝
日
新
聞
」

〈
問
題
点
〉
　
散
文
は
日
本
的
叙
情
と
絶
縁
し
た
か

　
　
５
８
年
５
月
ｕ
日
「
朝
日
新
聞
」

〈
問
題
点
〉
　
労
組
機
関
紙
の
盲
点
　
　
現
実
的
状
況
か
ら
の
発
想
欠
く

　
　
５
８
年
６
月
８
日
「
朝
日
新
聞
」

〈
書
評
〉
　
問
題
意
識
が
牧
歌
的
　
　
武
田
泰
淳
の
「
森
と
湖
の
ま
つ
り
」

　
　
５
８
年
７
月
２
１
日
「
京
都
新
聞
」

労
組
文
芸
へ
の
一
提
案
　
　
ま
だ
そ
の
っ
よ
み
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い

　
　
５
８
年
８
月
１
４
日
「
朝
日
新
聞
」

〈
随
想
ｖ
　
文
学
サ
ー
ク
ル
の
う
ち
・
そ
と

　
　
５
８
年
９
月
２
０
日
「
朝
日
新
聞
」

〈
問
題
点
〉
　
も
の
の
考
え
方
の
違
い
　
　
「
主
婦
」
と
「
つ
づ
り
方
兄
妹
」

　
　
５
８
年
９
月
２
８
日
「
朝
日
新
聞
」

〈
問
題
点
〉
多
い
マ
ト
外
れ
の
批
判
　
〔
文
学
者
の
社
会
的
蚤
言
〕

　
　
　
　
　
安
永
武
人
先
生
著
作
目
録

　
　
５
８
年
ｕ
月
１
４
日
「
朝
日
新
聞
」

和
田
洋
一
著
「
灰
色
の
ユ
ー
モ
ア
」
〔
書
評
〕

　
　
５
８
年
ｕ
月
３
０
日
「
朝
日
新
聞
」

納
得
で
き
ぬ
十
六
円
　
〔
皇
太
子
夫
妻
の
新
築
の
家
〕

　
　
５
９
年
５
月
２
５
日
「
京
都
府
職
新
聞
」
家
庭
版

「
読
破
」
不
能
症

　
　
５
９
年
５
月
２
９
日
　
同
志
杜
大
学
消
費
生
協
「
東
と
西
と
」
第
３
巻
第
３
号

く
映
画
に
み
る
夫
婦
像
》
　
「
人
間
の
壁
」

　
　
５
９
年
１
０
月
２
１
日
「
読
売
新
聞
」

《
映
画
に
み
る
女
性
像
》
　
「
人
問
の
条
件
」

　
　
５
９
年
１
２
月
２
日
「
読
売
新
聞
」

書
く
と
い
う
こ
と
　
　
生
活
記
録
の
提
唱
と
し
て

　
　
６
０
年
３
月
－
日
「
平
安
」
第
２
７
巻
第
３
号

忘
れ
ら
れ
た
土
地
「
日
本
残
酷
物
語
・
第
二
部
」

　
　
６
０
年
３
月
８
日
「
京
都
新
聞
」

《
映
画
に
み
る
女
性
像
》
　
「
お
と
う
と
」

　
　
６
０
年
ｕ
月
５
日
「
読
売
新
聞
」

「
話
し
あ
い
」
の
堕
落

　
　
６
０
年
ｕ
月
－
同
志
社
大
学
消
費
生
協
「
東
と
西
」
婦
人
版
　
Ｍ
３

〈
映
画
に
み
る
女
性
像
》
　
「
地
下
鉄
の
ザ
ジ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
安
永
武
人
先
生
著
作
目
録

　
　
６
１
年
４
月
４
日
「
読
売
新
聞
」

教
育
研
究
活
動
の
推
進
に
あ
た
っ
て

　
　
６
１
年
５
月
２
７
日
「
同
志
社
教
職
組
連
合
ニ
ュ
ー
ス
」
叱
１
４

勤
労
者
の
文
化
活
動
　
　
組
合
執
行
部
の
指
導
に
つ
い
て

　
　
６
１
年
６
月
２
０
日
「
京
都
勤
労
者
学
園
」
Ｍ
２
７

〈
こ
の
一
冊
〉
　
島
木
健
作
「
生
活
の
探
求
」
暗
い
時
代
の
よ
り
ど
こ
ろ

　
　
６
１
年
１
０
月
２
日
「
読
売
新
聞
」
夕
刊

〈
文
芸
〉
　
事
実
と
文
学
　
　
土
佐
文
雄
「
重
い
靴
の
音
」
を
よ
ん
で

　
　
６
１
年
１
０
月
３
０
日
「
京
都
教
育
」
叱
狐

〈
好
日
録
〉
　
母
親
大
会
を
さ
さ
え
た
人
た
ち

　
　
６
２
年
８
月
２
８
日
「
夕
刊
京
都
」

「
思
想
と
方
法
」
私
見

　
　
６
２
年
１
０
月
１
５
日
「
日
本
文
学
協
会
関
西
支
部
協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
」
関
西
大

　
　
会
準
備
号

岩
波
新
書
「
日
本
の
教
育
」
を
す
す
め
る

　
　
６
２
年
ｕ
月
１
５
日
　
同
志
社
大
学
二
部
文
学
部
自
治
委
員
会
「
第
二
文
学
」

　
　
仇
３
．
叱
４

本
を
よ
む
と
い
う
こ
と
　
学
問
・
文
学
に
っ
い
て
の
き
れ
ぎ
れ
の
感
想

　
　
６
２
年
ｕ
月
２
１
日
「
同
志
社
女
子
大
学
学
生
新
聞
」

〈
時
点
〉
　
国
民
文
化
運
動
の
な
か
の
文
学
運
動

一
〇

　
　
６
３
年
１
２
月
－
日
「
現
実
と
文
学
」
Ｍ
２
８

書
評
《
雑
草
の
よ
う
に
強
く
》
　
　
夜
問
中
学
生
の
記
録

　
　
６
４
年
４
月
２
５
日
「
季
刊
　
教
育
運
動
」
第
２
号

小
学
校
『
道
徳
の
指
導
資
料
』
批
判

　
　
６
４
年
７
月
２
５
日
「
季
刊
　
教
育
運
動
」
第
３
号
　
　
　
　
　
　
　
＊
３

「
愛
と
死
を
み
つ
め
て
」
の
背
景

　
　
６
４
年
１
０
月
１
７
日
「
朝
日
新
聞
」

教
育
雑
感

　
　
６
６
年
５
月
２
３
日
　
京
都
洛
北
生
協
「
洛
北
」
第
３
巻
第
５
号

苦
闘
す
る
教
師
た
ち
　
　
教
育
統
制
の
つ
よ
ま
る
な
か
で

　
　
６
６
年
９
月
１
０
日
「
京
都
労
演
」
叱
螂

チ
ョ
ゴ
リ
の
面
影

　
　
６
７
年
４
月
１
０
日
「
京
都
労
演
」
Ｍ
皿
（
マ
マ
）

〔
教
育
へ
の
提
言
〕
苦
労
は
誰
の
た
め
に
　
　
あ
た
ら
し
く
教
師
に
な
っ
た
人

へ
の
手
紙

　
　
６
８
年
－
月
２
０
日
「
季
刊
　
教
育
運
動
」
第
ｕ
号

さ
ば
か
れ
る
文
部
省
　
　
家
永
教
科
書
裁
判
に
お
も
う

　
　
６
８
年
ｕ
月
　
　
　
育
友
会
だ
よ
り
「
葵
」
叱
４
６

子
ど
も
ご
こ
ろ
の
う
た
〔
選
・
安
永
武
人
〕

　
　
６
８
年
１
２
月
－
日
「
季
刊
　
教
育
運
動
」
第
１
３
号



京
都
府
下
・
国
語
サ
ー
ク
ル
合
同
教
研
の
報
告
　
提
案
１
”
三
分
野
説
”

拠
　
　
６
８
年
１
２
月
－
日
「
季
刊
　
教
育
運
動
」
第
１
３
号

「
…
呈
叩
教
育
」
試
論

　
　
６
９
年
２
月
－
日
「
季
刊
　
教
育
運
動
」
第
１
４
号

《
改
訂
中
学
校
指
導
要
領
・
国
語
科
編
の
問
題
点
》
　
言
語
技
術
主
義
批
判

　
　
６
９
年
３
月
－
日
「
教
育
科
学
　
国
語
教
育
」
Ｍ
閉

奔
放
自
在
な
創
造
力
を
　
　
創
刊
の
こ
と
ば

　
　
６
９
年
１
２
月
２
０
日
「
京
都
文
化
運
動
」
創
刊
号

初
心
に
か
え
っ
て
〔
育
友
会
の
あ
り
方
〕

　
　
７
１
年
３
月
－
　
育
友
会
だ
よ
り
「
葵
」
Ｍ
５
３

教
育
労
働
者
と
文
化
運
動
１
１
七
〇
年
十
一
月
・
京
都
教
研
提
案
要
旨

　
　
７
１
年
５
月
１
「
季
刊
教
育
運
動
」
第
１
９
号

京
都
の
国
語
教
育
運
動

　
　
７
１
年
ｕ
月
－
日
「
京
都
の
国
語
教
育
」
第
２
集

文
連
セ
ミ
ナ
ー
ル
の
ま
と
め
　
　
問
題
の
所
在
と
今
後
の
課
題

　
　
７
３
年
４
月
２
８
日
「
京
都
文
連
」
Ｍ
２
０

危
機
感
の
欠
落
　
　
創
立
十
年
目
の
自
戒

　
　
７
３
年
ｕ
月
２
０
日
「
京
都
文
化
運
動
」
第
４
号

「
労
映
」
「
映
サ
」
へ
の
名
称
変
更
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
安
永
武
人
先
生
著
作
目
録

の
根

　
　
７
４
年
１
０
月
２
０
日
「
京
都
文
連
」
Ｍ
２
３

〈
随
想
Ｖ
　
こ
と
ば

　
　
７
６
年
８
月
－
日
「
文
芸
会
館
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」
Ｍ
５

あ
る
戦
中
派
の
戦
後

　
　
７
６
年
１
２
月
－
日
「
教
育
通
信
　
国
語
」
叱
５
　
第
一
学
習
社

〈
随
想
〉
　
年
賀
状

　
　
７
７
年
２
月
－
日
「
文
芸
会
館
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」
Ｍ
ｕ

書
評
　
『
思
い
出
す
人
び
と
』

　
　
７
７
年
４
月
１
　
「
季
刊
　
教
育
運
動
」
第
３
８
号

〔
教
育
へ
の
褒
言
〕
音
読
と
暗
諦
の
す
す
め

　
　
７
８
年
－
月
１
　
「
季
刊
　
教
育
運
動
」
第
４
１
号

書
評
　
『
旭
丘
に
光
あ
れ
』

　
　
７
８
年
３
月
１
　
『
季
刊
　
教
育
運
動
』
第
４
２
号

教
職
志
望
の
Ｎ
君
へ

　
　
７
９
年
３
月
１
５
日
「
同
志
社
大
学
国
文
学
会
会
報
」
第
１
３
号

本
号
発
行
に
あ
た
っ
て
の
自
省
と
期
待

　
　
８
０
年
３
月
１
　
「
季
刊
　
教
育
運
動
」
第
５
０
号

５
０
号
こ
え
た
「
季
刊
・
教
育
運
動
」

　
　
８
０
年
１
２
月
２
１
日
「
京
都
新
聞
」

〔
教
育
へ
の
提
言
〕
子
ど
も
に
創
る
よ
ろ
こ
び
を
　
　
マ
ス
コ
ミ
文
化
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
　
安
永
武
人
先
生
著
作
目
録

の
教
育

　
　
８
１
年
７
月
１
「
季
刊
教
育
運
動
」
第
５
５
号

〔
教
育
へ
の
提
言
〕
往
復
書
簡
　
京
教
組
・
佐
藤
良
輔
委
員
長
へ
の
た
よ
り

　
　
８
３
年
５
月
１
「
季
刊
教
育
運
動
」
第
６
２
号

〔
研
究
室
か
ら
〕
文
章
の
戦
後
改
稿

　
　
８
４
年
８
月
１
９
日
「
赤
旗
」

〔
随
想
〕
わ
か
れ
の
記

　
　
８
５
年
８
月
１
　
「
季
刊
　
教
育
運
動
」
第
７
１
号

い
の
ち

　
　
８
５
年
ｕ
月
２
０
日
『
子
ど
も
た
ち
へ
／
戦
火
を
こ
え
て
語
り
っ
ぐ
』

　
京
都
子
ど
も
を
守
る
会
３
３
年
の
あ
ゆ
み

講
演
・
座
談
会
・
そ
の
他

防
衛
隊
設
置
は
軍
隊
復
活
（
の
）
第
一
歩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
談
話
一

　
５
２
年
２
月
２
７
日
「
日
吉
ケ
丘
高
校
新
聞
」

共
同
斗
争
の
成
果
か
ら
〈
学
生
、
教
授
座
談
会
〉
〔
破
防
法
粉
酔
闘
争
〕

　
５
２
年
６
月
１
５
日
「
同
志
社
学
生
新
聞
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
４

『
に
ご
り
え
』
そ
の
虚
構
と
実
存
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
座
談
会
一

　
５
３
年
ｕ
月
１
９
日
「
都
新
聞
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
５

座
談
会
　
「
生
き
る
」
た
め
の
も
の
　
　
大
成
寮
生
自
殺
事
件
に
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一

　
５
４
年
５
月
－
日
「
同
志
社
学
生
新
聞
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
６

《
私
は
『
二
十
四
の
瞳
』
を
こ
う
見
た
》
気
に
な
る
過
去
へ
の
詠
嘆
　
一
談
話
一

　
５
４
年
９
月
１
４
日
「
都
新
聞
」

《
ヘ
プ
バ
ー
ン
の
魅
力
　
映
画
『
懐
か
し
の
サ
ブ
リ
ナ
』
を
み
て
》
　
一
座
談
会
一

　
５
４
年
９
月
２
７
日
「
読
売
新
聞
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
７

《
子
ど
も
を
導
く
心
が
ま
え
》
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
　
　
　
一
講
演
要
旨
一

　
５
６
年
３
月
２
４
日
「
む
ろ
ま
ち
」

最
近
の
文
学
者
の
動
向
　
　
そ
の
政
治
活
動
へ
の
現
れ
　
　
　
　
　
一
談
話
一

　
５
６
年
５
月
８
日
「
同
志
社
学
生
新
聞
」

身
に
し
み
る
核
戦
争
の
非
情
（
映
画
）
「
世
界
大
戦
争
」
　
　
　
　
一
座
談
会
一

　
６
１
年
１
０
月
６
日
「
京
都
新
聞
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
８

中
学
生
に
与
え
る
本
　
お
母
さ
ん
の
読
書
指
導
　
　
　
　
　
　
　
　
一
談
話
一

　
６
２
年
３
月
６
日
「
読
売
新
聞
」

日
本
の
教
育
．
文
化
情
勢
と
子
ど
も
の
文
化
　
　
　
　
　
　
　
一
講
演
要
旨
一

　
６
２
年
１
１
月
２
２
日
「
京
都
子
ど
も
を
守
る
会
会
報
」
　
文
化
会
議
特
集
号

キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
と
女
子
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
座
談
会
一

　
６
３
年
４
月
－
日
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
」
Ｍ
６
２
　
　
　
　
　
　
　
＊
９

座
談
会
「
軍
国
主
義
教
育
の
復
活
」
を
ど
う
と
ら
え
る
か

　
６
４
年
－
月
１
５
日
「
季
刊
　
教
育
運
動
」
第
－
号
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
１
０

座
談
会
　
地
域
の
教
育
運
動



　
６
６
年
６
月
１
　
「
季
刊
教
育
運
動
」
第
８
号
　
　
　
　
　
　
　
＊
ｕ

文
連
活
動
強
化
の
た
め
に
　
　
新
し
い
芸
術
の
創
造
　
　
　
　
一
提
案
要
旨
一

　
６
６
年
１
０
月
１
３
日
述
　
京
都
府
勤
労
者
文
化
団
体
連
盟
「
活
動
者
会
議
資

　
料
」

同
志
社
教
育
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
／
他
　
一
共
同
研
究
一

　
６
８
年
７
月
２
７
日
「
一
同
志
杜
）
教
育
懇
談
会
記
録
」
Ｖ
　
　
　
　
　
＊
１
２

特
集
・
座
談
会
　
文
化
運
動
の
展
望

　
６
９
年
１
２
月
２
０
日
「
京
都
文
化
運
動
」
創
刊
号
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
１
３

開
会
あ
い
さ
つ
〔
京
都
の
労
働
運
動
と
文
化
運
動
〕
　
一
講
演
記
録
一

　
７
２
年
（
１
２
月
）
　
コ
只
都
文
連
」
Ｍ
１
５

座
談
会
”
文
連
十
年
の
あ
ゆ
み
”

　
７
３
年
ｕ
月
２
０
日
「
京
都
文
化
運
動
」
第
４
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
１
４

座
談
会
　
教
育
セ
ン
タ
ー
１
３
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
＊
１
５

　
７
３
年
ｕ
月
１
　
「
季
刊
教
育
運
動
」
第
２
５
号
　
　
　
　
　
　
　
＊
１
５

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
『
世
界
文
化
』
の
こ
ろ
　
　
一
九
三
〇
年
代
・
京
都
の
反
フ

ァ
ッ
シ
ョ
運
動
（
和
田
洋
一
氏
に
聞
く
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一
聞
き
手
一

　
７
４
年
ｕ
月
１
０
日
「
京
都
文
化
運
動
」
第
５
号

新
し
い
民
主
的
文
化
運
動
を
考
え
る
〔
文
連
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
討
論
、
他
一

　
７
４
年
ｕ
月
２
０
日
「
京
都
文
連
」
Ｍ
２
４

　
　
　
　
安
永
武
人
先
生
著
作
目
録

新
し
い
民
主
的
文
化
運
動
を
考
え
る
〔
文
連
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
つ
づ
き
〕

　
７
４
年
１
２
月
２
０
日
「
京
都
文
連
」
Ｍ
２
５

《
京
の
文
学
風
土
記
〉
　
横
光
利
一
「
旅
愁
」
　
　
伝
統
美
へ
の
あ
こ
が
れ

　
７
８
年
７
月
１
３
日
「
朝
日
新
聞
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
１
６

文
学
の
教
育
力
と
は
　
　
文
学
教
育
の
諸
問
題
　
一
講
演
記
録
一

　
７
８
年
ｕ
月
　
「
季
刊
文
学
教
育
」
一
九
七
八
秋
季
号
鳩
の
森
書
房

文
学
教
育
の
諸
問
題
　
一
講
演
要
旨
一

　
７
９
年
－
月
２
０
日
「
京
都
の
国
語
教
育
」
第
８
集

蜷
川
虎
三
さ
ん
　
　
お
お
い
に
教
育
を
語
る
　
一
聞
き
手
・
細
野
武
男
氏
と
一

　
旭
年
３
月
１
「
季
刊
　
教
育
運
動
」
第
４
６
号

メ
ッ
セ
ー
ジ
　
文
学
は
文
学
と
し
て

　
８
１
年
８
月
２
３
－
２
４
日
　
京
都
は
ぐ
る
ま
研
究
会
夏
季
集
会
　
資
料

８
４
年
度
文
連
総
会
記
念
講
演
　
文
連
２
０
年
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
っ
て

　
８
５
年
６
月
９
日
「
京
都
文
連
」
第
４
１
号

座
談
会
　
京
都
文
連
創
立
２
０
周
年
・
特
別
企
画
　
２
０
年
の
歩
み
と
展
望
＊
１
７

　
８
５
年
６
月
９
日
「
京
都
文
連
」
第
４
１
号

一
三



主
＊
１

＊
２

＊
３

＊
４

＊
５

＊
６

＊
７

＊
８

＊
９

＊
１
０

＊
１
１

＊
１
２

＊
１
３

＊
１
４

＊
１
５

＊
１
６

＊
１
７

安
永
武
人
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生
著
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目
録

　
山
本
正
行
氏
と
共
同
執
筆
。
国
民
教
育
研
究
所
・
京
都
教
育
セ
ン
タ
ー
監
修
。

　
往
復
書
簡
。
沢
潟
久
孝
氏
の
返
信
に
は
、
「
こ
だ
わ
っ
て
は
不
幸
／
本
当
の
文

学
解
明
が
努
め
」
の
見
出
し
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
文
末
に
、
「
教
育
セ
ン
タ
ー
会
報
」
第
１
６
号
（
６
４
年
６
月
１
６
日
）
よ
り
再
掲
、

と
注
記
あ
り
。

　
出
席
者
　
和
田
洋
丁
前
田
一
良
・
安
永
武
人
・
杉
江
三
郎
・
池
本
幸
三

　
出
席
者
　
今
井
　
正
・
山
村
　
聡
・
淡
島
千
景
・
安
永
武
人
・
奈
良
本
辰
也

　
出
席
者
　
安
永
武
人
・
学
生
４
名
／
（
司
会
）
築
田
同
紙
編
集
長

　
出
席
者
　
安
永
武
人
・
谷
口
義
子
・
堂
本
尚
郎

　
出
席
者
　
安
永
武
人
・
宮
本
正
太
郎
・
松
林
宗
恵
・
貞
広
太
郎

　
出
席
者
　
土
居
敏
雄
・
仲
原
晶
子
・
武
田
美
代
子
・
安
永
武
人
／
（
司
会
）
笠

原
芳
光

　
出
席
者
　
細
野
武
男
・
安
永
武
人
・
井
ヶ
田
良
治
・
太
田
正
二
・
松
本
彦
七
・

藤
原
富
造
・
森
本
泰
央
／
（
司
会
）
奥
田
修
二

　
出
席
者
　
大
橋
タ
カ
・
奥
田
修
三
・
落
合
英
夫
・
葛
西
千
恵
子
・
関
谷
美
奈

子
・
安
永
武
人
／
（
司
会
）
藤
原
富
造

　
発
題
者
　
高
橋
哲
郎
・
杉
浦
　
祐
・
安
永
武
人

　
出
席
者
　
滝
沢
　
一
・
谷
ひ
ろ
し
・
外
山
雄
三
・
安
永
武
人
／
（
司
会
）
柄
戸

辰
雄
　
出
席
者
　
安
永
武
人
・
堀
　
昭
三
・
野
田
昌
生
・
伊
藤
正
昭
・
市
田
真
一
／

（
司
会
）
柄
戸
辰
雄

　
出
席
者
細
野
武
男
・
安
永
武
人
・
奥
田
修
三
・
島
　
一
郎
・
野
中
一
也
・
山

本
正
行
・
上
田
義
昭

　
朝
日
ア
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
講
義
か
ら
。

　
出
席
者
　
安
永
武
人
・
藤
沢
　
薫
・
北
倉
美
智
子
・
出
井
　
穣
・
吉
村
克
之
／

（
司
会
）
加
納
た
け
し

旨
の
注
記
あ
り
。

「
１
０
月
２
３
日
、
３
０
日
の

　
一
四

『
京
都
民
報
』

　
こ
の
目
録
を
編
む
に
当
た
っ
て
、
安
永
泉
氏
ご
夫
妻
、

教
育
セ
ン
タ
ー
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
。

に
掲
載
さ
れ
た
」

堀
部
功
夫
氏
、

　
　
（
内
田

京
都

満
編
）
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